














































由紀 1,2)、内田　宜伯 1,2)、小暮三千代 2)、増茂　　仁 2)、











































































有紀 1)、上山　　聰 2)、水野　将克 3)、新田　二葉 1)、
　中村　直子 1)、安井　智一 4)、川崎　圭介 5)、福村　豪則 6)、
　柳迫　三寛 7)、村上千恵美 7)
【はじめに】当院の緩和ケア病床は平成22年2月に内科病棟に併設さ
れた。平成23年5月に緩和ケアチームが発足し、病棟スタッフと緩
和ケア病床運営の充実を目指してきた。
【目的】患者・家族の満足度を高めニーズに応えるため、職員の緩
和ケア病床に対する意識を調査し、緩和ケアチームが取り組む課題
を明らかにする。
【方法】緩和ケアチームで作成したアンケートを全職員に配布し分
析。分析はGAP分析、ロジックツリーを作成し、取り組む課題を抽
出。倫理的配慮：個人が特定されないよう留意し、回収をもって同
意とした。
【結果】アンケート回収223名。病棟スタッフは「他部署スタッフの
緩和ケア支援に対する意識の差」「他部署とのコミュニケーション
が困難」という理由で、緩和ケアに対する意欲が下がっていること
が示唆された。さらに、真因は院内外から緩和ケア支援について理
解が得られておらず、多職種協働の緩和ケアが実践できていないか
らということが明らかとなった。緩和ケアチームが取り組むべき課
題は、[緩和ケア病床を知る機会を作る][緩和ケアに参加する機会を
作る][緩和ケアに対する取り組みを評価される機会を作る]というこ
とが抽出された。
【考察】緩和ケア病床を有効に活用し、患者・家族の満足度を高める
ためには、病棟スタッフの意欲が重要である。院内外から緩和ケア支
援に関する理解を得るためには、多職種で緩和ケア支援の実際を共有
することが必要である。共有するために、緩和ケアチームは病棟、院
内外の間で調整していく役割がある。
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